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①要約 

 八王子には日本の伝統文化である花街が存在し

ているが、八王子と言えば高尾山であり、近くの立川

市には大規模な商業施設が立ち並んでいるため、

それらの集客率が高い現状にある。 

そこで花街を活性化させ利用客を増やすことで、

八王子の新たな魅力としてアピールすることができ、

より多くの方が八王子に興味を持って訪れると考え

た。一般旅行より大規模であり、経済波及効果の高

いMICEに焦点をあて、MICEで来られた方に八王

子花街の利用を促す仕組みづくりとして、八王子花

街の女性向け予約サイトの作成を提案する。 

 

②目的 

八王子は観光客が高尾山に集中しており、近くの

立川市には大型ショッピング施設が存在しているた

め、集客率が高い傾向にある。しかし、これらの中間

地点にある八王子駅は交通の便は発達しているもの

の、魅力が十分に伝わっていないことから素通りされ

てしまう現状がある。 

そこで八王子駅近辺にある、日本の伝統文化であ

る八王子花街を新たな集客地として活用することで、

八王子の別の側面からの魅力が生まれるのではな

いかと考えた。 

 

MICE参加者は訪れる人数が一般旅行よりも多く、

経済波及効果が高いとされていることから、効果的

に花街を多くの人に利用してもらえると考え、MICE

参加者をターゲットに花街の利用を促すこととする。 

花街に着目した理由は以下の通りである。 

江戸時代に栄えた花街は、男性がお忍びで女性

と遊ぶ場所として、女性に敬遠されていたが、このイ

メージをくつがえしたのが、八王子花街であった。地

域のテレビやラジオ、祭りにも出演し、活動の場を広

げ、オープンな花街づくりを行っている。そのためお

客様と芸者衆の距離が近く、アットホームな雰囲気

があるのが、八王子花街の特徴であり、魅力である。 

八王子花街へ実際に足を運んでみたところ、怖

い、男性が多そうで気まずいなどのイメージがくつが

えされ、女性のお客様が

いたことや、芸者衆の涼し

げな雰囲気に魅力を感じ

た。 

このように、花街で有名

な京都や浅草にはないア

ットホームな八王子花街

は、独自の魅力を持ち、利

用しやすいといえる。 

八王子花街にある置屋ゆき乃恵のめぐみ様にヒア

リングのご協力をしていただき、花街の現状を調査し

ました。 

めぐみ様には、芸者の魅力を感じてほしいため、

様々な人に利用してほしいとの願いがあった。また

利用客の年齢と性別は、年配の男性が多かった時

代から、現在は一見さんお断りがないため、初めて

の方や、若い女性が女子会として利用することもある

とのことであった。 

現状把握のため実際に予約を取ってみると、電話
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対応のみであることや、3回電話をしなければならな

いことが課題として挙げられた。 

また、八王子花街の概要や予約方法をインターネ

ットで調べても、花街に関するサイトが分散しており、

スムーズに探せないことも課題であった。 

このことから、花街を利用するためのアプローチの

ハードルを下げ、利用客を増やすためには予約方

法を簡略化することが必要であると考えた。 

花街では現在も様々なイベントが行われており、

雑誌やテレビの取材にも積極的に取り組んでいる。

そのため本研究では、集客のためのイベントを開催

する企画をするのではなく、これらの分散されたイベ

ント情報やメディア情報をわかりやすく、かつ簡単に

予約ができることを目的とする。 

 

花街には男性のお忍びの場所というイメージが根

付いているため、客層を広げるためには女性の利用

が必要である。 

そこで女性のリアルな意見を得るため、創価大学

の学生に対してアンケート調査も行った。 

花街の印象について、「料理や踊りに興味がある」

「芸者さんと話してみたい」などの積極イメージより、

「敷居が高そうで近づきにくい」「大人の街などのイメ

ージが悪い」などの消極的イメージの割合が高かっ

た。 

以上より、根付いた消極イメージを改善するとと

もに、八王子花街の予約が簡単にできることを

目的とした取り組みを行う。 

 

③方法 

 目的を達成するための最適な方法として、MICEで

訪れた女性にターゲットを絞ったWebサイトを作成

することである。 

 Webサイトを作成することが効果的な方法であると

いう根拠は、女性の消費動向調査を行い、得た結果

である。 

 消費活動には大きくモノ消費とコト消費の 2つに区

別することができる。モノ消費とは、個別の製品やサ

ービスの持つ機能的価値を消費することであり、コト

消費は、製品を購入して使用したり、単品の機能的

なサービスを享受するのみでなく、一連の体験を対

象とした消費活動のことである。 

次の調査から見ると、「物を所有するより、得られる

体験にお金をかけたい」という考えに、「そう思う」と

回答した人は 69.２％、「そう思わない」と回答した人

は 30.9%であった。 

このことから物を所有するより、得られる体験にお金

をかけたい人が多いことが分かり、これはコト消費の

需要が高いといえる。 

 

また、下の図から見ていくと、友人と余暇を楽しむ

女性は「あてはまる」「ややあてはまる」が 41%で、男

性の 24%と比べると高い割合であることが分かる。 

さらに友人と余暇を楽しむための 1か月間の支出

総額を表したものである。「あてはまる」と答えた女性

は 23万円、「やや当てはまる」と答えた人は 21万円

を支出しており、「あてはまらない」と答えた女性でも

17万円を支出している。 

このことから女性は、友人と余暇を過ごすための支

出額が高いことが分かる。 

 

 



 
 

下の図からは、商品やサービスを選ぶときの知識

や情報の入手先が 15～50代まで、インターネットサ

イトを最も利用していることが分かる。 

 

以上の分析から、コト消費に需要があるため、花

街で日本の伝統芸能や文化を体験できる点で、花

街自体にも需要が十分にあると考える。 

また女性は余暇を楽しむために支出する金額が

男性より高いことから、MICE で訪れた女性に、夜食

会のような形での楽しみを花街で実現させることがで

きる。 

これを効果的に実現し、課題である予約の簡略化

を解決するWebサイトを作成する。 

 

④結果 

 MICE で訪れた女性向け花街予約サイトを活用す

る。概要としては、現在見番が役割を担っている、料

亭と芸者衆のいる置屋を１つのWEBサイト上で予約

できる仕組みを作るサイトである。 

 予約機能以外にも、八王子花街ならではの魅力や、

Q&A のページも取り入れた WEB サイトを作り、八王

子花街といえばこのサイトだと言われるものにしたい。 

具体的な機能は以下の通りである。 

●予約機能 

 料亭と置屋をひとつのサイト上で予約できるもの。 

●空き状況カレンダー 

 MICE の開催手続きは平均 1～1.5 年前に決定す

るため、カレンダーは 1年半分を掲載。 

●八王子花街の魅力 

 ほかの花街にないアットホームさや、リーズナブル

さをアピール。 

●花街が参加するイベント情報 

 現在様々なHPに分散されて掲載されているため、

パンフレットなどまとめて見ることができる。 

●値段の見積もり計算機能 

 芸者さんの人数や料亭によって値段が変わり、こ

れを頭数で割るため、合計金額を人数で割る見積も

り機能。 

●女性限定お土産サービス 

 利用する際女性が 1人以上で、女性にお土産を贈

呈するサービス。 

●基本情報のQ&A 

 服装やマナーなど花街を利用するために必要な

知識などを質問形式で解決する。 

●SNSへのシェア機能 

 Twitter、Facebook、LINE へのシェアができるよう、

クリックでページ移動できる機能。 

 

⑤考察 

 MICE で訪れた女性をターゲットにすることで、花

街の消極的なイメージを払しょくさせることができる。  

そのためには、女性が MICE で訪れる機会づくり

も同時に行うことが必要である。研修や展示会など

MICE で訪れる目的は様々あるが、女性の参加者が

十分に確保できるとは言えない。 

そこで、比較的女性社員の多い化粧品業界やア

パレル業界、客室乗務員や保育関係の研修や招待

旅行を開催することで、夜食会や 2次会として利用し

てもらい、「女性×花街」が実現しやすくなると考える。 

そのために私たちの提案する予約サイトは、イメ

ージサンプルとして TOPページのみを作成したが、

今後具体的な機能を取り入れた完成したサイトを実

現させたい。 

さらに完成させた予約サイトが、ターゲットである

MICE で訪れた女性にどれだけ閲覧してもらい、花

街を予約してもらえるか経過調査をして、デザインや

機能について修正・改善をしたい。 

女性が花街を利用した時のお土産プランについ

ても、需要があるのかアンケート調査などを活用して

調査し、工夫・改善をし、女性の花街利用を促せるも



のにしたい。 

 

⑥結論 

 八王子がMICEに積極的に取り組むようになり、現

在高尾山に観光客が集中していることから、MICE

で訪れた人も高尾山へ行くことになると予想される。 

 高尾山へ集客が集中すると、観光地の人の増えす

ぎによって起こる観光公害が懸念される。 

 これを防ぐとともに、八王子の新たな魅力として花

街を活性化させることが必要になってくる。 

 特に一般旅行に比べ団体で訪れ、かける金額も高

いことから、MICEをターゲットにすることで、大きな

影響を与えられると考える。 

 同時に、男性が利用するというイメージを払拭させ

るため、女性に利用を促すことで、老若男女すべて

の人に花街を利用してもらえる第一歩にしたい。 
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